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石井病院 栄養課 活動報告

～ 第24回・第25回 日本病態栄養学会年次学術集会 発表 について ～

当院では、高度肥満症患者の教育入院を実施しております。患者さま個々に合った食

事療法や原則120分×5日の週600分の運動療法などの減量プログラムを行い、医師、

管理栄養士、運動療法士、理学療法士、看護師などの多職種で支援しています。そして

、患者さま自身が体重や食事、運動について記録をつけ、振り返りができるように当院

オリジナルの減量入院ノートを作成しています。

この度、1月29日に開催された日本病態栄養学会にて「肥満(３度)と肥満(４度)の食

行動の特徴について」と題して、当院の減量入院の取り組み及び成果について発表を行

いました。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、オンラインを活用した発表は初

めてで戸惑いもありましたが、とても有益でした。

栄養課 副主任
なかつかさ あんり

中司 安里

当院に減量入院をされた患者さまの体重減少率は、日本

肥満学会が目標としている５から10％を全員達成しており

ます。更に、教育入院を通じて、患者さま自身が『食事』

に対して問題点の気づきを得ることが出来ております。今

後も高度肥満症患者の治療に対して、多職種によるチーム

医療を実施し、サポートしていきます。最後になりました

が、この場をお借りして、ご協力を頂きました皆様に御礼

申し上げます。 （学会ポスター）（オンラ イン発表）

石井病院 ～ 病院向け スマートフォンサービス を導入致しました ～

３月に、日本病院協会とフロンティア・フィールド社が共同して作成した「日病モバ

イル」というスマートフォンを導入しました。携帯の電波を使って、スマートフォンを

院内PHSのように利用できるシステムです。ナースコールと連動ができ、ＰＨＳでは通

話できなかった院外でも、携帯の電波が届きさえすれば、安全な内線電話として利用が

できます。

今回は、移行の第一段階として、３０台（予備機含む）の端末を導入し、移動が多い

スタッフを中心に配布しております。機能は、通話とチャットという最低限のものに絞

っていますが、順次、動画通話など新しい機能を追加する予定です。忙しいスタッフの

皆様の、一助になれば幸いです。

本部事務次長
あおやま ゆきお

青山 幸雄

左記は、
ナースコールの
イメージです。

現在稼働に向けて
準備しております。
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人工透析ひ尿器科じんけいクリニック ～ 新年度ご挨拶 ～

至上命題であると心に誓い闘って参りました。結果的にこの命題は、多くの方々のご尽力を頂きながら100パー

セント達成され、そしてまたそのことのみならず、昨年度もまた人工透析、泌尿器科診療において、質、量とも

にクリニック開設以来過去最高の臨床成績を更新できましたことをここにご報告させていただきます。

当院最高齢である88歳8人の透析患者さんが、昨年度は全員無事に89歳を迎えられたことは至極の喜びでした。

今年度もいよいよ始まりました。新型コロナ関連のみならず、核を保有する大国がなぜ戦争を仕掛けなければ

ならないのか不明のまま多くの尊い人命が失われ、人類はどこに向かって進化しているのか（あるいは退化して

いるのか）わからなくなる日々が続いておりますが、宝塚歌劇団、『男役の道に完成はない』（先日退団された、

愛月ひかるさんの退団時挨拶文から引用）のと同様、我々もまたより優れた透析治療、泌尿器科診療を更に目指

して努力し続ける所存です。

今年度も皆様からの変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますよう、また宜しくお願い致します。

人工透析ひ尿器科
じんけいクリニック

院長
ふくし よしひこ

福士 剛彦

2015年春、医師として丸25年経過した節目の年、私はここ、人工透析ひ尿器科じんけい

クリニックに院長職として着任させていただき、そして5年の歳月をかけた後の2020年春

、少なくとも人工透析診療ソフト面においては、これが小生の泌尿器科医師人生の集大成

と言っても過言ではない内容にまで達したと思えること、そしてまた、人類は今、未曾有

の新型コロナウィルス感染症との闘いの日々ではあるものの、小生が医師となった30年前

から透析患者さんの延命はいつもいつも難題に次ぐ難題の連続で、そもそも人類未踏の世

界であり、基本的に我々透析担当医療人は常にチャレンジャーであり続けねばならないと

いう認識でいること、などを以前の本稿で述べさせていただきました。

あの日から2年、日常の診療の大部分が新型コロナウィルス感染症との闘いに費やされ、

疲弊していないといえば嘘になる日々が続いておりますが、『だれひとり、コロナで命を

奪われることのない透析クリニック』これがこの２年間、院長職である私に課せられた

人工透析ひ尿器科じんけいクリニック ～ 新年度ご挨拶～

仁恵会本部事務課長代行

兼 人工透析ひ尿器科
じんけいクリニック

事務長代行

はら しんいちろう

原 真一郎

明石公園の桜が咲き始め、温かい日が多くなってきた中で令和4年新年度を迎えました。
散歩には、とても良い季節です。今年は、透析の運動療法が大変注目されております。透
析センターとしても運動療法については、活動を広げていきたいと考えております。

新年度に当たり毎年、仁恵会透析センター（病院・クリニック）として、目標を立てて
おります。

今年は、「ホスピタリティの向上」とし、高齢化の中でも患者様を延命し、元気に来院
できる環境を整える。医療の根源を第一に掲げスタッフの意識改革をもたらす。そして相
互満足の気持ちが持てるような医療の実現を行いたいと考えております。

仁恵会の理念として、「仁＝思いやり」をモットーに、安全・安心、信頼される医療・
介護を提供し、地域に貢献する為、より明確な目標をスタッフ一人ひとりにわかりやすく、
そして実行しやすい形としました。

仁恵会人工透析ひ尿器科じんけいクリニックとして、できる事を一つひとつ、一人ひとりが行い、小さな力が、

大きな力としてなるような環境を整えていきたいと考えております。

これからも、常にスタッフ一同 心をともにし、患者様一人ひとりに向き合い、思いやりを持った医療を行っ

ていきます。どうぞこれからも、よろしくお願いいたします。


